
立
命
館
経
済
学
（
察
四
巻
・
筆
五
晋
）

九
二
（
八
一
二
）

徳
川
中
期
に
１
わ
け
ろ
尾
張

葉
栗

郡

里
、

Ｊ■

一
農
村
の
考
察

牧
村

の
農

業
構

造

岡
　
　
本

幸
　
　
雄

一
、

二
、

三
、

四
、

は
　
し
　
が
　
き

村
の
概
沈
（
村
高
と
概
高
制
、

中
期
農
業
の
生
産
構
造

農
氏
の
階
層
分
化
の
状
態

農
異
の
階
層
関
係

は

し

が

き

土
地
構
成
）

　
本
稿
は
徳
川
中
期
に
お
げ
る
昆
張
国
一
農
村
の
杜
会
経
済
的

構
造
を
、
主
と
し
て
次
の
資
料
に
依
拠
し
な
が
ら
叙
述
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
　
「
里
小
牧
村
村
高
帳
」

　
同
　
二
年
（
一
七
四
二
）
　
コ
筒
田
畑
分
ケ
帳
」
（
五
島
家
）

　
同
　
　
年
　
　
　
　
　
　
「
八
左
衛
門
友
四
郎
両
人
手
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
」
（
五
島
家
）

　
同
　
　
年
　
　
　
　
　
　
「
田
畑
淀
作
帳
」
（
五
島
家
）

　
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
　
「
御
蔵
入
百
姓
高
田
畑
書
上
帳
」

　
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
　
「
里
小
牧
村
田
面
附
帳
」

　
同
　
　
年
　
　
　
　
　
　
「
人
数
改
之
帳
」

　
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
　
「
里
小
牧
村
畑
方
立
毛
植
付
帳
」

　
同
年
　
　
「
里
小
牧
村
諸
事
記
」

　
右
の
資
料
か
ら
此
処
で
は
寛
保
、
延
享
、
寛
延
、
宝
暦
間
に

お
げ
る
里
小
牧
村
の
申
期
農
業
の
生
産
構
造
、
農
民
の
階
屑
分



化
の
状
態
と
農
民
の
階
屑
関
係
と
い
っ
た
二
三
の
点
を
み
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
新
る
問
題
は
、
シ
」
の
時
期

に
必
要
な
関
係
文
書
が
殆
ん
ど
存
在
せ
ず
、
叉
右
の
限
ら
れ
た

資
料
の
み
に
よ
っ
て
は
充
分
に
之
を
説
明
し
得
る
も
の
で
は
な

い
。
従
っ
て
此
処
で
は
右
の
間
題
に
就
、
い
て
の
限
ら
れ
た
現
象

形
態
の
把
握
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
徳
川
申
期
の
も
の
と
し
て
尾
張
国
農
村
の
社
会
経
済
的
構
造

を
窺
う
に
、
何
等
か
の
資
に
供
し
得
る
と
す
れ
ば
本
稿
の
目
的

は
一
応
之
で
足
り
る
。

、

村
の
概
況

土
地
構
成
）

（
村
高
と
概
高
制
、

　
徳
川
時
代
に
お
げ
る
昆
張
国
葉
粟
郡
里
小
牧
村
は
、
名
古
屋

よ
り
美
濃
国
加
納
、
岐
阜
に
至
る
岐
阜
街
道
に
当
っ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

木
曾
川
の
対
岸
美
濃
笠
松
に
つ
な
ぐ
渡
船
場
を
持
ち
、
或
は
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濃
街
道
起
宿
の
渡
船
寄
附
村
と
し
て
存
在
し
、
早
く
か
ら
交
通

の
開
げ
た
地
に
あ
っ
た
。
享
保
頃
の
五
島
家
文
書
に
よ
れ
ぱ
こ

の
渡
船
に
関
し
て
、
村
内
に
渡
船
二
艘
あ
り
そ
の
内
『
壱
艘
は
、

　
　
　
徳
川
中
期
に
お
け
る
届
張
一
農
村
の
考
察
（
岡
本
）

　
－

年
内
半
分
程
は
御
舟
手
８
被
仰
付
五
里
十
里
岬
方
、
諾
大
名
衆

御
通
り
其
外
川
方
二
而
御
用
の
重
荷
等
御
座
候
得
は
、
罷
出
相

勤
』
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
貢
租
米
そ
の
他
領
主
荷
、
諸
大
名

の
通
行
と
い
う
領
主
的
要
求
を
ま
づ
充
た
す
と
と
も
に
、
そ
の

半
面
右
の
渡
船
二
艘
と
私
鵜
飼
船
三
艘
と
を
も
っ
て
、
諸
国
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
往
来
、
商
人
荷
の
運
搬
に
た
づ
さ
わ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

享
保
一
九
年
の
覚
に
二
、
船
賃
一
人
に
付
四
文
ツ
・
、
一
、

商
人
荷
壱
駄
に
付
十
二
文
ツ
・
、
一
、
米
一
石
に
付
八
文
ヅ
・
、

一
、
諸
士
出
家
取
不
申
、
一
、
半
水
は
五
割
増
し
大
水
は
一
ぱ

い
ツ
こ
と
の
旅
人
、
商
人
荷
、
米
等
の
木
曾
川
横
越
渡
船
賃

の
規
定
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
諾
大
名
、
諸
国
人
の
往
来
、

商
品
の
流
通
の
要
路
に
当
っ
て
い
た
里
小
牧
村
は
、
比
較
的
早

く
か
ら
何
ら
か
の
形
に
お
い
て
、
商
鳥
・
貨
幣
経
済
と
の
接
顔

を
う
げ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
里
小
牧
村
の
所
領
関
係
は
寛
文
九
年
以
降
一
岡
御

　
　
　
　
　
　

蔵
入
地
で
あ
り
、
こ
の
村
の
村
高
は
第
一
表
Ａ
に
示
し
て
い
る

如
く
、
慶
長
二
二
年
（
ニ
ハ
○
八
）
九
月
の
備
前
検
地
に
お
い

て
、
三
七
三
石
四
斗
八
升
二
含
（
田
畑
面
積
三
八
町
一
反
八
畝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
八
ニ
ニ
）

’
…阯

□
丁』皿凸－■Ｌ

□’’

’凹

…



立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

九
四
（
八
一
四
）

遷変の高村Ａ表－第

入

考

編

入
高
縄
本

入

入

地
因
時
＊

縄

縄

検
新
の
高

田

田

値

備
方
高

新
新

前
山
概
概
酉
池
●

１

積
３
２

０
２
●

３
１

０
１

３
１

畝
８
・
１

６
０
●

７
８
１

４
７

８
３

０
４

２

１

３
４

面

Ｉ
ｌ

高

２
８

５
６

３
４

８
６

３
４

４
５

石
１
４

０
●

５
●

４
●

６
■

６
●

３
７

２
１

２
７

０
１

４
１

７
９

３

５

５

村

，

年
年
年
年
年

ｅ
千

３
１

９
１

３

９

８

年

長

氷

保

文
宝

慶
寛

圧

寛
延

捨切下以眉

１
」

概
ツ四「藩張尾Ｂ

表
一

－第

計

石

余

Ｅ
り
７
１
７
‘
〇
一

毛

４
ｏ
リ

５

，

，

０
９
１
　
７
‘

厘４

６

７

合

分８割２

１
‘

’

１

石

余

分

３
一
４

４

２

毛

Ｏ
「
ｏ

３

，

，

－
、
圧
少

７
１
０
０
２
１
｛

厘５

１

１

分

濃

５割１

１

石

分
２
３

５
８

４
　
３

余

，

，

－
ト
、
－
ツ

ｏ
ｏ
　
１
ｏ
Ｏ
　
ｏ
Ｏ

毛
１

４
６

厘

尾

５
－

隻
目
３

！

高
高

延

元
概

成作りよ頁
８
～

３
６６
巻Ｕ易史県知愛○

」概ツ四「村牧小
－
里Ｃ表■第

＊

計
合

４
７
４
３
石
巧
乃
’
８
５
７
２
３
５

分
固
新
方
山
；
１
’

６
５
８
８
石
１
０
１
０
１
２
７

分
地
検
前
備

８
２
５
５
石
一
■
７
３
６
５
ｎ
ｏ
５

）
延
（
余
厘
州
剛
！

高
高
元
概

縮
■
延

　
二
三
歩
）
で
あ
っ
た
。

　
然
る
に
正
保
二
年
（

　
ニ
ハ
四
五
）
尾
張
藩

　
　
　
　
　
　
な
ら
し

　
が
行
っ
た
所
謂
「
概

　
だ
か

　
高
制
」
に
よ
り
、
寛

　
永
一
九
年
（
ニ
ハ
四

　
二
）
の
山
方
新
田
一

　
二
石
六
升
五
含
（
閏

　
畑
面
積
一
町
八
反
七

　
畝
二
〇
歩
、
正
保
二

　
年
本
田
高
に
編
入
）

　
と
併
せ
、
五
七
二
石

り
五
斗
四
升
三
合
（
田

よ帳
畑
面
積
四
〇
町
六
畝

地
村
　
二
二
歩
）
に
村
高
の

牧小
変
更
が
行
わ
れ
た
も

里○
の
で
あ
る
。

　
　
シ
」
の
概
高
制
の
意



　
義
は
、
藩
政
初
期
既
に
生
じ
て
い
た
所
の
財
政
的
逼
迫
を
救
済

　
す
る
目
的
に
出
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
同
時
に
「
知
行
替
」

　
ｕ
（
藩
士
知
行
元
高
を
概
高
に
置
ぎ
替
え
る
）
を
伴
な
わ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
る
事
に
よ
り
、
始
め
て
そ
の
実
効
を
挙
げ
得
た
も
の
で
あ
っ
て
、

　
所
謂
「
知
行
制
改
革
」
に
よ
る
藩
権
力
の
拡
大
化
策
で
も
あ
っ

　
た
。
こ
の
概
高
制
の
実
施
の
方
法
は
、
　
『
正
保
二
酉
年
御
領
国

　
中
村
六
、
御
免
相
高
二
四
ツ
以
上
之
分
ハ
夫
程
高
を
延
、
四
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
以
下
之
分
ハ
夫
程
高
を
縮
め
、
一
等
二
四
ツ
取
之
概
高
二
成
』

　
却
ち
正
保
二
年
貢
租
率
を
四
公
六
民
と
定
，
め
、
こ
の
原
則
に
基

　
づ
き
貢
租
率
四
割
以
上
の
高
に
は
石
「
延
」
を
、
そ
れ
以
下
の

　
高
に
は
石
「
縮
」
の
修
正
（
「
四
ツ
概
」
）
を
行
う
事
を
い
い
、

　
尾
張
藩
各
村
に
対
す
る
か
か
る
概
高
の
緕
果
を
、
藩
領
尾
・
濃

　
州
の
二
っ
に
就
い
て
見
れ
ぱ
、
第
一
表
Ｂ
の
如
く
修
正
さ
れ
て

　
い
る
が
、
里
小
牧
村
で
は
第
一
表
Ｃ
の
如
ぎ
修
正
を
受
け
た
事

－
に
な
っ
て
い
る
。
ン
」
う
し
た
概
高
制
に
よ
る
村
高
の
変
更
は
、

　
も
と
よ
り
田
畑
面
積
そ
の
も
の
、
そ
の
土
地
生
産
性
の
実
質
に

　
は
関
係
な
く
行
わ
れ
た
村
高
の
名
目
的
変
更
に
と
ど
ま
る
も
の

　
で
あ
り
、
叉
四
公
六
民
と
は
い
え
、
そ
の
実
質
に
は
何
等
関
係

　
　
　
　
徳
川
中
期
に
扮
け
る
尾
張
一
農
村
の
考
察
（
岡
本
）

な
く
、
む
し
ろ
村
高
変
更
に
よ
る
諸
役
銀
な
ど
の
増
徴
に
よ
っ

て
、
却
っ
て
農
民
の
負
担
を
増
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
（
後
述
参

照
）
概
高
制
に
よ
る
里
小
牧
村
の
村
高
変
更
の
事
情
は
、
凡
そ

以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
正
保
二
年
の
概
高
制
に
よ

る
里
小
牧
村
の
村
高
は
、
そ
の
後
寛
文
九
年
（
ニ
ハ
六
九
）
、
延

宝
八
年
（
ニ
ハ
八
○
）
に
夫
六
若
干
の
新
田
開
発
が
行
わ
れ
、

本
新
田
含
せ
五
九
七
石
六
斗
五
升
四
合
（
田
畑
面
積
四
三
町
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

反
四
畝
六
歩
）
と
な
り
幕
末
に
至
っ
て
い
る
。

　
次
に
土
地
構
成
の
詳
細
に
就
い
て
み
れ
ば
、
第
二
表
の
如
く

に
な
る
。
里
小
牧
村
に
お
げ
る
本
田
畑
は
四
〇
町
六
畝
二
二
歩
、

新
田
畑
三
町
六
反
七
畝
二
三
歩
で
あ
る
が
、
本
田
畑
に
就
い
て

そ
の
土
地
構
成
を
具
体
的
に
み
る
と
田
は
三
八
％
、
畑
は
五
七

％
、
屋
敷
五
％
の
割
含
で
、
畑
は
田
の
一
・
五
倍
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
等
田
畑
品
伎
の
構
成
は
上
田
畑
三
七
・
九
％
、
申
田

畑
二
二
・
九
％
、
下
田
畑
三
四
二
一
％
と
な
っ
て
い
て
、
田
畑

帰
位
の
夫
ヵ
の
石
盛
は
、
表
に
示
す
如
く
で
あ
る
。
こ
の
石
盛

に
み
る
隈
り
こ
の
村
の
土
堆
生
産
性
は
、
一
般
の
標
準
石
盛
よ

り
や
や
低
い
状
態
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
当
村
土
堆
之
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
八
一
五
）



立
命
館
経
済
学
（
筆
四
巻
・
第
五
号
）

●

九
六
（
八
一
六
）

）因本（成構地土村牧小
－

里

米分概盛石概
米分積颪畑固
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０
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＾
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０
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３２
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●
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４
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７

２１３
●

３４

）

一
４
ｎ
）

（
ｏ
２

１
ｏ
ｏ
３
４
Ｆ
Ｏ
ｒ
、

７
●

５１

０
●

９

３
●

３１

３
●

１４

７
●

３２

Ｏ
●

５３

３

畝
』

２
７６

８２
●

０６３

）

○
リ
〃
０

１
０
１
８
３
４
Ｅ
Ｏ
（

８
●

７４Ｏ
●

００１
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Ｏ
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ｎ
Ｚ
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４
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●

Ｏ０１

）

Ｏ
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ｏ
２
０

０
リ
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Ｕ

１
■
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４
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０
（

１

１
４

１
２

１
０
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田
田
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下

計因

７７５
●

７４１

）
　
　
）

５
６
８
０
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４
２
ｎ
ｏ
３

○
リ
４
ｏ
リ
８
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３
．
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３
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６
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４
１
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１
ｉ
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．
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ｌ
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一
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０
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０
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畝
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４
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４
．

１

新

２

面
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
Ｉ
１
，

盛

９
　
７
一
４

９

酉

石

－

－
．
■
ｌ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
，
１

１
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畑

畑
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下
中
下
屋

一
…

．
一
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…



砂
地
大
分
二
御
座
候
而
、
く
ろ
土
他
所
，
５
入
申
候
』
と
か
或
は

木
曾
川
沿
岸
近
き
田
畑
が
一
年
火
砂
吹
上
ケ
只
今
小
山
之
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
ク
罷
成
－
本
高
之
内
吹
埋
禿
地
二
罷
成
■
一
と
い
う
よ
う
な
こ

の
村
の
土
地
事
情
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
宝
暦
二

年
（
一
七
五
二
）
里
小
牧
村
「
諸
事
記
一
に
記
載
さ
れ
て
い
る

反
当
実
収
量
は
一
一
上
之
田
二
伯
五
六
斗
之
積
、
申
之
田
一
石
三

四
斗
之
積
、
下
之
田
一
石
二
；
之
積
、
畑
一
石
之
積
』
と
あ

っ
て
、
右
の
石
盛
か
ら
み
れ
ぱ
田
は
夫
太
一
、
二
斗
の
増
加
、

畑
は
平
均
二
斗
余
の
増
加
が
み
ら
れ
土
地
生
産
力
に
着
干
の
上

昇
が
認
め
ら
れ
る
。

　
里
小
牧
村
に
お
げ
る
李
新
日
畑
の
土
地
構
成
は
表
に
示
し
た

如
く
で
あ
る
が
、
な
お
こ
の
村
で
は
本
新
田
畑
以
外
に
本
田
野

方
見
取
所
九
反
六
畝
二
六
歩
（
内
、
畑
五
反
二
二
歩
、
草
野
七

畝
一
〇
歩
、
砂
場
五
畝
一
八
歩
、
萱
野
三
昼
二
畝
二
丘
歩
）
、

木
曾
川
堤
外
郷
見
取
所
古
起
五
町
七
反
三
畝
一
六
歩
（
畑
）
、
同

堤
外
御
見
敢
所
新
起
一
町
九
反
二
畝
一
七
歩
（
内
、
下
田
七
反

一
畝
二
七
歩
、
砂
原
一
町
二
反
二
〇
歩
、
正
徳
五
年
切
起
）
、

同
二
反
六
畝
四
歩
（
畑
、
元
文
二
年
切
起
）
及
び
柳
枯
草
場
二

　
．
　
　
徳
川
中
期
に
括
け
る
尾
張
一
農
村
の
考
察
（
岡
本
）

二
町
四
反
五
畝
二
三
歩
等
が
あ
り
、
以
上
の
如
ぎ
土
地
溝
成
本

新
田
畑
四
三
町
七
反
四
畝
六
歩
、
見
取
所
耕
作
可
能
面
積
七
町

二
反
二
畝
歩
が
、
里
小
牧
村
の
主
た
る
経
済
的
基
盤
を
な
す
も

の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
以
上
の
よ
う
な
土
地
生
産
手
段
を
も
っ
て
、
こ
の

村
で
は
ど
の
よ
う
な
農
業
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
ほ
ぽ
徳
川
申
期
に
お
け
る
農
業
の
生
産
構
造
に
就
い
て
考

察
す
る
事
か
ら
は
じ
め
た
い
。

　
　
　
　
　
二
、
中
期
農
業
の
生
匿
構
造

　
封
建
農
村
に
お
げ
る
農
業
の
生
産
構
造
は
、
本
来
封
鎮
的
な

白
給
白
足
の
生
産
形
態
を
と
る
。
し
か
し
都
市
城
下
町
の
形
成

そ
の
発
達
に
よ
る
商
品
需
要
の
発
生
そ
の
一
層
の
増
大
は
、
そ

れ
に
対
応
す
る
封
墓
農
村
を
し
て
、
斯
く
の
如
ぎ
自
給
自
足
的

な
生
産
形
態
を
逐
次
商
品
・
貨
幣
経
済
的
な
生
産
形
態
へ
と
変

貌
せ
し
め
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
　
「
里
小
牧
村
田
両
附
帳
」
宝
暦
二

年
（
一
七
五
二
）
　
「
里
小
牧
村
畑
方
立
毛
植
附
帳
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
八
一
七
）
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○

０
０

８
●

０
０

麦
根
畝
０
・

８
１

１
●
７

蕎
大

３
４

１

３

１
　
，
　
１

１

０
０

３
●

０
０

芋畝
０
・
　
１

２
●

２
２

１
２

５

４

、’　　　
１
　
　
，
　
十
，

稗

０
０

９
●

０
０

畝
５
・
　
１

４
■

・
豆

６
２

５
２

粟
大

６

５

１
綿
０
０

１
■
９
一

０
０

試
０
．

３
●

生

（
ｏ
７

３

６
３

８

－
１

’
　
１
１
　
’
　
１

「

Ｏ
Ｏ

０
■

Ｏ
Ｏ

畝
５
・

Ｏ
●

８
’
　
２

０
０
１

２
２

０
０
１

２
積
ヒ
上

積
ヒ
上

面

分

面

付

付

分

作

百

作

百

ｉ
　
　
，
　
　
１
　
　
－

ヨ
　
　
■
　
　
’
　
　
；

’
　
　
」
　
　
－
　
　
一
　
！
　
　
，
１
．
，

一
七
五
〇

一
七
五
二

寛
延
三

宝
暦
二

目品の三二“
女の表おの

も
　
。
の
る
外
あ
以
で
芋
の，
も

綿
た
生
い
，
て

は
れ
積
さ
面
載
付
記
作
に
の
料
そ
資
と
原
目
せ
品
わ
付
併
作
と註

第
三
表
の
如
き
作

付
状
況
を
示
し
て

い
る
。
わ
れ
わ
れ

は
ま
づ
こ
の
作
付

構
成
の
検
討
を
通

じ
て
、
里
小
牧
村

の
農
業
の
生
産
構

造
を
み
よ
う
。

　
右
二
冊
の
帳
は
、

本
畑
二
二
町
八
反

四
畝
二
九
歩
に
対

す
る
作
付
状
況
を

示
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
田
一
五
町

一
反
九
畝
二
〇
歩

に
就
い
て
は
、
全

部
稲
作
に
向
げ
ら

れ
て
い
た
こ
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
八
一
八
）

ら
、
敢
え
て
記
載
の
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
右
の

帳
に
は
直
接
の
記
載
を
み
な
い
。
叉
新
畑
一
町
九
反
余
、
見
取

所
畑
七
町
二
反
余
の
作
付
記
載
も
み
な
い
が
、
ま
づ
右
の
本
畑

に
お
げ
る
作
付
状
況
に
一
瞥
竜
与
え
よ
う
。

　
里
小
牧
村
に
お
げ
る
作
付
品
目
は
、
寛
延
、
宝
暦
と
も
に
生

綿
、
粟
、
稗
、
犬
豆
、
芋
、
蕎
麦
、
大
根
と
な
っ
て
い
て
、
そ

れ
ら
の
作
付
面
積
比
率
は
、
畑
方
総
作
付
両
積
申
寛
延
に
お
い

て
生
綿
が
三
二
・
一
％
、
粟
稗
大
豆
二
六
・
九
％
、
芋
二
二
・

三
％
、
蕎
麦
大
根
一
八
・
八
％
、
宝
暦
に
お
い
て
は
生
綿
三
六
・

三
％
、
粟
稗
大
豆
二
五
・
四
％
、
芋
二
一
・
二
％
、
蕎
麦
大
根

一
七
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
此
処
に
注
意
を
惹
く
こ
と
は
、
右
二
冊
の
作
付
申
、

村
内
の
冑
給
夫
食
的
性
格
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
粟
稗
大
豆
芋

蕎
麦
等
の
作
付
が
、
畑
方
総
作
付
面
積
申
大
き
く
比
重
を
占
め

て
い
る
と
は
い
え
、
生
綿
作
付
が
寛
延
三
年
七
町
三
反
（
二
二
丁

一
％
、
本
田
畑
総
面
積
申
の
一
九
二
一
％
）
、
　
宝
暦
二
年
八
町

三
反
（
ご
ニ
ハ
・
三
％
、
本
田
畑
総
面
積
中
の
二
一
・
八
％
）
に

及
ん
で
お
り
、
句
れ
も
他
作
付
品
目
の
首
位
に
立
っ
て
い
る
と



い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
里
小
牧
村
に
．
お
げ
る
か
か
る
綿
作
事
倍

は
、
周
知
の
如
く
、
尾
張
の
手
作
農
民
が
、
綿
種
を
選
別
し
遠

く
平
野
村
（
摂
津
）
よ
り
種
を
買
下
し
綿
作
を
行
っ
て
い
た
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

情
を
伝
え
る
「
百
娃
偉
記
」
（
天
和
頃
）
や
、
綿
、
綿
織
物
の
産
地

と
し
て
九
ク
国
を
あ
げ
、
そ
の
中
に
尾
張
の
名
を
と
ど
め
て
い

る
「
日
本
鹿
子
」
（
元
藤
）
等
の
記
述
よ
り
推
測
し
得
る
が
如

く
、
尾
張
国
で
は
元
藤
期
或
は
そ
れ
以
前
に
お
い
て
、
か
な
り

の
綿
作
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
享
保
期
に
至
っ
て
は
、

綿
作
を
申
心
と
し
た
商
業
的
農
業
が
一
般
的
に
成
立
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
シ
」
の
よ
う
な
い
わ
ば
綿
作
地
帯
の
申
に

あ
っ
て
、
右
の
綿
作
は
少
な
く
と
も
商
品
化
作
物
と
し
て
作
付

け
ら
れ
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
右
の
寛
延
、
宝
暦
の

作
付
比
率
は
、
作
付
総
面
積
申
に
お
い
て
決
し
て
高
い
も
の
と

は
い
え
な
い
が
、
し
か
し
綿
作
を
他
作
付
温
目
の
首
什
に
お
ま
、

少
な
く
と
も
そ
れ
が
商
品
化
作
物
と
し
て
、
単
一
的
集
申
的
に

作
付
さ
れ
て
い
る
傾
向
の
み
ゆ
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
時
期
に
お

げ
る
里
小
牧
村
は
、
少
な
く
と
も
綿
作
農
村
と
し
ヤ
、
の
性
格
を

も
つ
に
至
っ
て
い
る
も
の
と
み
て
も
不
当
で
は
な
か
ろ
う
。

　
　
　
徳
川
中
期
に
お
け
る
尾
張
一
村
農
の
考
察
（
岡
本
）

　
と
こ
ろ
で
か
か
る
商
業
的
農
業
の
展
開
に
関
連
し
て
、
里
小

牧
村
に
お
げ
る
肥
料
利
用
の
両
に
就
い
て
み
よ
う
。

　
宝
暦
二
年
の
「
諾
事
記
」
に
よ
れ
ば
、
　
『
当
村
畑
方
わ
た
作

ニ
ハ
少
火
こ
や
し
買
候
而
作
申
侯
』
と
あ
り
、
生
綿
生
産
が
購

入
肥
料
の
利
用
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
行
わ
れ
て
い
た
事
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
村
に
お
げ
る
肥
料
利
用
の
主
体
は
、

二
二
町
余
の
柳
枯
草
場
或
は
見
取
所
内
の
苅
草
に
求
め
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
白
Ｈ
給
肥
料
が
施
肥
の
支
桂
を
な
す
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
少
な
く
と
も
右
の
如
き

商
業
的
農
業
の
展
開
は
、
却
効
性
、
生
産
性
に
富
む
購
入
肥
料

の
利
用
を
少
な
く
と
も
要
求
し
、
こ
れ
が
主
と
し
て
畑
方
作
付

－
畑
方
綿
作
ー
に
向
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
所
謂
購
入
肥
料
の
利
用
は
、
宝
暦
二
年
に
と
ど
ま
ら
ず
、

元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
の
覚
の
断
片
に
一
「
千
鰯
、
銀
三
百
五

十
匁
、
八
左
衛
門
』
と
み
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
里
小
牧
村
農
民

○
購
人
肥
料
と
し
て
干
鰯
が
利
州
せ
ら
れ
て
い
た
事
を
窺
う
事

が
出
來
、
更
に
は
元
様
期
に
お
い
て
す
で
に
何
等
か
の
購
入
肥

料
が
利
用
せ
ら
れ
て
い
た
向
の
存
す
る
こ
と
、
次
の
文
書
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
（
八
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
箪
五
号
）

っ
て
も
窺
、
い
得
る
。

　
　
　
乍
恐
申
上
御
訴
訟
之
事

　
当
村
田
畑
近
年
薄
田
二
寵
威
立
毛
出
来
悪
敷
、
依
是
百
姓
年

六
二
草
刈
半
迄
仕
候
鳥
畠
不
脚
Ｌ
拾
年
概
免
二
来
子
ノ
年
〆
五
七

年
も
御
定
免
昌
被
仰
付
被
下
候
は
上
、
金
子
借
用
仕
こ
や
し
か

い
立
毛
宜
風
二
作
リ
、
御
百
姓
成
立
事
風
昌
仕
度
奉
願
候
、
願

之
通
御
定
免
二
被
為
仰
付
被
下
候
は
二
、
難
在
可
奉
存
候
事

　
　
（
元
藤
八
牛
）
　
　
　
　
　
里
小
牧
村
庄
屋

　
　
　
　
亥
ノ
十
二
月
　
　
　
　
　
　
八
　
左
　
衛
　
門

　
こ
れ
は
元
藤
八
年
（
ニ
ハ
九
五
）
里
小
牧
村
に
お
げ
る
定
免

願
訴
訟
文
書
で
あ
っ
て
、
肥
料
の
問
題
の
直
接
的
資
料
と
は
な

り
得
な
、
い
が
、
凡
そ
の
推
測
を
得
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
右
定
免
願
の
文
意
や
や
明
確
を
欠
く
が
、
こ
の
願
の
意
図
す

る
と
こ
ろ
は
、
要
す
る
に
苛
酷
な
検
見
制
の
下
に
お
い
て
は
、

金
肥
を
用
、
い
生
産
力
の
向
上
を
は
か
っ
て
も
、
そ
れ
は
農
氏
自

身
の
利
溢
と
は
な
ら
ず
貢
租
と
し
て
収
奪
さ
れ
て
し
ま
う
。
し

か
し
定
免
制
の
下
に
お
い
て
は
、
生
産
力
の
発
展
を
阻
む
不
時

の
事
惜
が
存
在
し
な
い
隈
り
、
金
肥
を
用
い
生
産
を
あ
げ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
（
八
二
〇
）

そ
の
生
産
力
の
向
上
部
分
、
余
剰
を
農
民
の
手
許
に
残
し
得
る

可
能
性
を
も
つ
と
い
う
見
地
か
ら
、
十
年
概
免
に
よ
る
向
う
五

七
年
の
定
免
を
願
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
此
処
で
検
見
制
、
定

免
制
の
何
れ
が
農
民
或
は
農
民
間
の
階
層
に
利
益
を
与
え
る
か

の
問
題
は
と
も
か
く
、
当
面
の
間
題
に
直
接
関
連
す
る
も
の
と

し
て
注
意
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
シ
」
と
は
、
　
『
金
子
借
用
仕
、

こ
や
し
か
い
立
毛
宜
風
昌
作
り
云
共
』
に
み
る
如
く
、
元
藤
期

里
小
牧
村
で
は
、
購
入
肥
料
の
利
用
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
生
産

力
を
高
め
得
る
と
な
す
意
識
形
態
を
も
つ
に
至
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
村
に
お
い
て
す
で
に

少
な
く
と
も
購
入
肥
料
の
利
用
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
想
像
せ
し
め
る
。
し
か
し
て
少
な
く
と
も
購
入
肥
料
の
利
用

が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
貨
幣
的
支
出
に
み
あ
う
べ

ぎ
農
産
物
の
商
品
化
、
貨
幣
的
収
入
を
前
提
と
し
な
げ
れ
ば
た

ら
な
い
。
従
っ
て
こ
の
限
り
に
お
、
い
て
は
、
元
藤
期
里
小
牧
村

に
お
げ
る
購
入
肥
料
の
利
用
は
、
当
然
そ
こ
に
何
等
か
の
農
産

物
の
商
品
化
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
も
想
像
せ
し
め
る
も
の
が

あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に
、
元
様
期
の



里
小
牧
村
で
は
、
綿
作
の
商
品
化
が
行
わ
れ
て
い
た
と
な
す
こ

と
は
も
と
よ
り
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
有
の
寛
延
、

宝
暦
の
こ
の
村
の
綿
作
事
借
や
或
は
元
様
享
保
期
の
締
作
、
そ

の
商
品
化
の
成
立
を
考
え
得
る
当
地
方
に
あ
っ
て
、
か
か
る
推

測
を
生
む
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る

農
氏
的
商
晶
の
発
展
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
尾
張
藩
領
六

斉
市
の
成
立
－
；
例
え
ぱ
、
里
小
牧
村
隣
村
黒
田
村
（
元
藤
元

年
）
或
は
近
村
一
ノ
宮
村
（
享
保
二
一
年
）
　
　
が
元
藤
享
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

期
に
あ
っ
た
こ
と
を
併
せ
て
考
え
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
里
小
牧
村
に
お
い
て
は
、
元
藤
享
保
期
或
程
度
購
入
肥

料
を
も
っ
て
す
る
商
業
的
農
業
（
綿
作
）
が
行
わ
れ
て
い
た
も

の
と
推
渕
さ
れ
、
し
か
も
資
料
的
に
は
、
寛
延
、
宝
暦
に
お
い

て
畑
面
積
の
約
三
分
の
一
、
本
田
畑
両
積
の
約
五
分
の
一
の
綿

作
を
申
心
と
し
た
商
業
的
農
業
が
購
入
肥
料
（
干
鰯
）
の
下
に

行
わ
れ
て
い
た
里
小
牧
村
の
ほ
ぽ
徳
川
申
期
に
お
け
る
農
業
の

生
産
構
造
は
、
も
は
や
貢
租
納
入
と
肖
活
の
た
め
の
旨
給
胃
足

的
生
産
形
態
で
な
く
、
商
品
・
貨
幣
経
済
的
な
性
格
を
か
な
り

反
映
せ
し
め
て
い
る
所
の
生
産
形
態
に
変
貌
す
る
に
至
っ
て
い

　
　
　
徳
川
中
期
に
お
け
る
尾
張
一
農
村
の
考
察
（
岡
本
）

る
と
い
う
こ
と
を
、
凡
そ
以
上
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
串
来
た

で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
所
謂
商
品
・
貨
幣
経
済
の
農
村
へ
の
直
接
的
な

浸
透
は
、
工
、
の
程
度
に
お
い
て
、
貢
租
の
過
重
化
と
相
侯
ち
所

謂
農
－
民
の
階
層
分
化
を
必
然
な
ら
し
め
た
も
の
と
考
え
得
る
が
、

里
小
牧
村
に
お
げ
る
農
民
の
階
屑
分
化
の
状
態
及
び
そ
の
階
層

関
係
と
い
っ
た
両
に
就
い
て
、
申
期
に
お
け
る
様
相
を
次
に
み

よ
う
。

三
、
農
民
の
階
級
分
化
の
汁
態

　
前
述
し
た
如
く
寛
延
、
宝
暦
に
お
げ
る
里
小
牧
村
で
は
、
既

に
商
業
的
農
業
と
し
て
少
な
く
と
も
綿
作
を
、
単
一
的
集
中
的

に
行
っ
て
い
る
傾
向
の
み
え
る
こ
と
、
い
わ
ば
綿
作
農
村
た
る

の
性
格
を
少
な
く
と
も
臭
え
て
い
る
も
の
と
指
摘
し
た
が
、
斯

る
商
業
的
農
業
の
展
開
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
農
民
の
土
地
経

営
規
模
、
土
地
生
産
方
法
の
改
善
等
に
よ
っ
て
、
農
業
経
営
の

有
利
不
利
性
を
齋
ら
し
、
延
い
て
は
貧
富
の
懸
隔
を
大
な
ら
し

め
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
斯
る
点
に
就
、
い
て
の
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
（
八
二
一
）

■



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

民
の
個
カ
の
農
業
経
営
の
具
体
的
分
析
を
行
う
資
料
は
、
こ
れ

を
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
の
点
に
関
し
宝
暦
二
年
の
里

小
牧
村
「
諾
事
記
」
に
、
一
、
当
村
手
作
仕
候
有
力
之
百
姓
、
こ
や

し
買
候
而
、
立
毛
宜
風
に
作
申
候
得
共
、
小
百
姓
勝
手
不
如
意

二
御
座
候
而
買
難
く
、
少
火
シ
」
や
し
借
請
叉
は
苅
敷
の
み
二
而

農
二
出
精
仕
．
五
六
文
字
む
し
「
－
と
あ
っ
て
、
土
地
生
産
方
法
の
改

善
Ｈ
購
入
肥
料
の
利
用
を
中
心
に
、
有
力
手
作
農
民
の
経
営
の

有
利
性
に
対
し
、
零
細
農
氏
の
経
営
の
不
利
性
を
説
こ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
つ
の
農
業
経
営
面
に
お
げ
る
両
者
の

差
異
は
、
叉
農
業
経
営
面
に
お
げ
る
貢
租
負
担
の
事
惜
に
も
よ

っ
て
、
貧
富
の
懸
隔
を
増
大
た
ら
し
め
た
１
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
里
小
牧
村
に
お
げ
る
貢
租
関
係
は
、
資
料
的
に
延
宝
五
年
（
一

六
七
七
）
よ
り
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
至
る
約
二
百
年
間

の
貢
租
率
の
動
態
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
ら
し
め
る
事
が
出
来
る

　
　
　
　
＠

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
田
概
高
に
対
す
る
貢
租
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

は
大
体
免
三
ツ
五
分
前
後
と
な
っ
て
い
て
、
元
高
に
対
す
る
実

質
的
貢
租
率
は
免
五
ツ
以
上
或
は
正
保
二
年
以
前
の
六
公
四
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
原
則
が
そ
の
ま
ま
貫
徹
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
八
二
二
）

　
と
こ
ろ
で
右
の
よ
う
な
高
率
貢
租
の
下
に
立
た
さ
れ
て
い
た

里
小
牧
村
農
民
の
農
業
経
営
、
農
民
の
生
活
は
極
め
て
困
難
な

も
の
で
あ
っ
た
事
想
像
に
雑
く
な
く
、
例
え
ぽ
、
享
保
六
年
（
一

七
二
一
）
の
里
小
牧
村
庄
屋
八
左
衛
門
の
「
庄
屋
役
辞
任
願
」

文
書
の
一
節
は
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
二
、
当
村
之
儀
－
別
而
近
年
立
毛
出
来
悪
く
ー
立
毛
取
実

無
数
御
座
候
処
、
近
年
御
免
棉
段
こ
と
高
上
罷
成
申
候
而
、
惣

百
姓
中
大
二
困
窮
仕
、
御
年
貢
は
不
申
及
諸
御
役
銀
等
も
相
勤

り
不
申
候
而
、
何
共
可
仕
様
も
無
御
座
私
儀
難
儀
仕
候
』
、
『
一
、

当
村
元
高
三
百
七
拾
三
石
四
斗
八
升
三
合
二
而
御
座
候
処
、
五

割
一
分
四
厘
相
延
五
百
七
拾
二
石
五
斗
四
升
三
合
二
罷
成
申
候

而
、
諾
御
役
銀
等
も
一
倍
に
罷
成
、
殊
延
高
共
こ
大
分
指
上
申

候
処
、
１
巳
来
村
方
之
儀
取
乱
、
私
儀
も
当
年
迄
随
分
精
に
入

御
納
所
等
も
仕
来
申
候
得
共
、
最
早
糖
力
も
尽
し
、
此
上
諸
御

役
銀
等
少
も
か
け
可
申
と
奉
存
候
』

　
此
処
で
は
貢
租
の
『
高
上
』
と
、
先
述
に
見
た
『
概
高
制
』

に
よ
る
諸
役
銀
の
璃
徴
、
従
っ
て
農
氏
の
貢
租
諸
役
銀
負
担
の

過
重
化
と
そ
の
生
活
の
困
難
を
訴
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、



こ
れ
に
よ
つ
て
塁
小
牧
村
農
民
の
生
活
の
困
窮
事
惜
が
充
分
に

窺
い
得
よ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
貢
租
誇
役
婁
の
重
圧
は
、

等
し
く
農
民
の
農
坐
一
下
逢
宣
、
農
民
の
生
活
を
お
び
や
か
す
も
の

で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
斉
租
諸
役
銀
の
　
　
　
　
に
よ
る
所
謂

比
例
課
税
の
下
に
あ
っ
て
は
、
有
力
な
冨
裕
農
民
よ
り
か
、
一

般
の
零
細
農
異
に
と
っ
て
負
担
は
相
対
的
に
大
と
な
り
、
後
者

の
農
業
経
営
、
そ
の
生
活
を
よ
り
困
難
な
ら
し
め
る
も
の
が
あ

っ
た
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
点
に
殻
い
て
前
記
の
里
小

牧
村
「
誇
事
記
」
に
一
当
村
有
刀
之
高
痔
百
珪
卸
年
貢
誇
御
役

誤
等
稿
勤
メ
申
候
得
共
、
小
百
娃
晴
成
不
申
候
而
、
御
年
貢
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

上
納
仕
難
ク
御
末
進
多
ク
在
之
侯
、
是
ハ
御
年
貢
諾
御
役
銀
高

、掛
二
而
御
座
候
故
、
有
力
之
高
持
百
姓
ハ
軽
く
相
見
へ
申
候
得

共
、
小
百
姓
二
而
ハ
、
別
而
重
ク
相
成
候
而
、
如
斯
相
成
申
候

哉
』
と
の
記
述
を
み
る
事
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
高
掛
に
よ
る
貢
租
負
担
の
相
対
的
差
異
は
、
叉
貧
富
の
懸
・

隔
を
大
な
ら
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
資
料
に
則
し
て
述
べ
来
っ
た
事
惜
の
申
に
、
既
に
所
謂

農
民
の
階
層
分
化
－
有
力
高
持
百
姓
と
小
百
娃
－
の
存
在
、
叉

　
　
　
徳
川
中
期
に
扮
け
る
尾
張
一
農
村
の
考
察
（
岡
本
）

こ
れ
等
の
属
が
一
層
分
化
し
て
行
く
契
機
の
二
一
の
存
在
を
み

る
事
が
出
来
た
が
、
然
ら
ぱ
里
小
牧
村
に
お
い
て
は
、
所
謂
農

民
の
階
層
分
化
は
具
体
的
に
ど
の
程
衰
み
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
、

資
料
的
に
得
ら
れ
る
寛
塚
兀
年
（
一
七
四
一
）
　
「
里
小
牧
村
村

高
帳
」
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
　
「
御
藏
入
百
姓
持
高
田
畑

書
上
帳
」
の
二
冊
に
就
い
て
み
よ
う
。

　
此
処
で
は
寛
保
元
年
以
前
の
階
層
の
存
在
状
態
を
見
る
事
が

出
来
ず
、
従
っ
て
そ
れ
と
の
比
較
に
お
い
て
階
層
分
化
の
進
行

状
能
心
は
こ
れ
を
窺
い
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
叉
此
処
で
階
層
と

い
っ
で
、
も
商
品
・
貨
幣
経
済
の
或
程
麦
の
発
達
を
み
た
農
村
に

お
げ
る
農
民
の
階
属
を
、
石
高
保
有
規
模
の
み
を
も
っ
て
し
て

は
正
し
く
把
握
し
得
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
此
処
で

は
右
の
両
帳
に
表
わ
れ
る
農
民
の
石
高
保
有
規
模
を
一
応
基
準

と
し
て
、
農
民
の
階
層
分
化
の
状
態
を
み
れ
ば
第
四
表
の
如
く

に
な
り
、
こ
の
表
に
お
い
て
、
農
民
の
階
層
分
化
が
か
な
り
著

し
く
行
わ
れ
て
い
る
事
を
ま
づ
知
り
得
る
。

　
即
ち
寛
保
元
年
に
お
い
て
は
高
持
総
数
一
〇
〇
戸
の
内
、
零

紬
高
持
と
考
え
ら
れ
る
五
石
以
下
の
属
が
七
三
戸
、
七
三
％
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
．
（
八
二
三
）

…］
」

■

’
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二
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ヒイ分層階の民農表４第

立
命
館
経
済
学
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第
四
巻
・
筆
五
晋
）
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■
■
　
　
　
■
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
（
八
二
四
）

多
き
に
達
し
、
そ
の
所
有
石
高
は
村
高
五
九
七
石
六
斗
五
升

四
合
の
内
二
一
〇
石
六
斗
九
含
、
二
〇
・
一
％
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
内
訳
は
、
一
～
五
石
層
が
四
二
戸
で
一
一
〇
石
三

升
九
含
二
目
ゾ
当
平
均
二
石
六
斗
八
升
余
の
極
め
て
零
紬
な
所

有
石
高
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
石
以
下
の
層
は
な
お
董
し
く

三
二
戸
で
も
っ
て
僅
か
．
一
〇
石
五
斗
七
升
ニ
ロ
ゾ
当
平
均
三
斗

三
升
と
い
う
全
く
無
高
水
呑
層
と
変
ら
ぬ
状
態
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
事
は
現
実
に
無
高
水
呑
層
の
存
在
し
た
事
を
予
想

せ
し
め
る
。
こ
の
点
に
就
い
て
寛
保
の
村
高
帳
で
は
直
接
知

り
得
な
い
が
、
寛
保
元
年
よ
り
四
年
前
の
元
文
二
年
（
一
七

三
七
）
已
十
一
月
の
「
覚
」
に
『
里
小
牧
村
惣
百
姓
二
一
九

軒
、
内
高
持
九
六
軒
、
無
高
三
三
軒
』
と
あ
り
、
高
持
無
高

の
割
合
は
前
者
七
四
・
四
％
、
後
者
二
五
・
六
％
全
戸
数
の

約
四
分
の
一
強
と
な
っ
て
い
て
、
寛
保
に
お
げ
る
現
実
の
無

高
水
呑
層
の
存
在
に
凡
そ
の
見
当
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
大
多
数
の
零
紬
高
持
或
は
無
高
水
呑
層
の
存

在
に
対
し
、
こ
の
村
の
い
わ
ぱ
上
農
層
と
も
み
る
べ
き
二
〇

〃
一
〇
〇
石
以
上
層
は
、
僅
か
五
人
で
あ
る
が
、
そ
の
所
有

一
　
…

一
　
…

・
一
　
…



石
高
は
二
七
七
石
五
升
四
合
で
あ
り
、
村
高
の
四
六
・
五
％
に

及
ん
で
い
る
。
こ
の
内
二
二
石
ニ
ニ
．
一
升
八
含
を
ニ
ロ
ゾ
で
も

っ
て
所
有
す
る
階
属
の
停
在
す
る
事
は
注
目
す
べ
ま
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
後
述
に
み
る
如
く
五
島
八
左
衛
門
（
八
代
）
な
る
者
の

所
有
石
高
で
あ
る
。
五
島
家
の
か
か
る
所
有
石
高
、
土
地
集
申

は
、
先
述
に
み
た
如
さ
貢
租
の
過
重
化
或
は
享
保
の
飢
鰹
（
享

保
十
八
年
「
夫
食
被
下
置
銘
カ
割
賦
帳
」
に
よ
れ
ほ
、
当
村
百

姓
困
窮
夫
食
無
御
座
及
渇
命
候
者
共
二
七
四
人
と
あ
る
）
等
に
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立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

よ
る
里
小
牧
村
農
氏
の
一
般
的
困
窮
を
背
景
に
、
高
利
貸
資
本

を
も
っ
て
、
或
は
直
接
田
畑
の
永
代
売
買
を
通
じ
、
主
と
し
て

元
藤
享
保
期
に
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
例
え
ば
、
残
存
永

代
売
証
文
一
四
八
通
の
内
こ
の
期
の
も
の
が
一
〇
四
通
、
就
申

享
保
期
の
も
の
四
四
通
残
存
し
そ
の
集
申
石
高
二
九
石
五
斗
余

に
及
ん
で
い
る
。
斯
る
点
か
ら
里
小
牧
村
の
寛
保
元
年
に
お
け

る
農
氏
の
階
層
分
化
の
状
態
は
、
元
豫
享
保
期
頃
の
土
地
集

申
・
喪
失
に
よ
っ
て
著
し
く
遼
め
ら
れ
て
来
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
寛
保
元
年
に
お
げ
る
里
小
牧
村
農
氏
の
階
層
分
化
の
状

態
に
概
観
を
与
え
て
来
た
が
、
次
に
こ
れ
よ
り
六
年
後
の
延
享

四
年
に
お
げ
る
階
層
分
化
の
状
態
を
寛
保
元
年
と
の
比
較
に
お

、
い
て
み
よ
う
。

　
延
享
四
年
に
お
げ
る
高
持
戸
数
は
九
七
戸
で
あ
り
、
寛
保
元

年
の
そ
れ
よ
り
三
戸
滅
少
し
て
お
り
、
叉
九
七
戸
の
高
持
内
部

に
お
い
て
夫
六
階
層
に
か
な
り
の
変
動
関
係
を
認
め
る
事
が
出

来
る
。
斯
る
寛
保
元
年
よ
り
延
享
四
年
に
至
る
農
氏
階
層
の
変

動
関
係
は
、
実
際
に
－
は
第
五
表
の
如
ぎ
階
層
或
は
階
層
内
部
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
八
二
六
）

石
高
の
上
昇
下
降
の
複
雑
な
変
動
関
係
を
経
た
そ
の
緒
果
を
表

示
し
た
も
の
に
外
な
ら
ず
、
第
四
表
に
よ
っ
て
は
把
え
得
な
い

第
五
表
の
如
ぎ
複
雑
な
変
動
閨
係
の
存
在
し
た
事
に
注
意
を
払

わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
例
え
ぱ
寛
保
元
年
よ
り
延
享
四
年
に
至
っ

て
高
持
戸
数
三
戸
の
滅
少
は
、
・
」
の
者
の
土
地
放
棄
或
は
無
高

化
し
て
行
っ
た
事
は
予
想
し
得
る
が
、
し
か
し
実
際
に
は
寛
保

延
享
間
に
お
い
て
、
無
高
化
し
て
行
っ
た
も
の
は
三
戸
以
上
を

遙
か
に
越
す
数
で
あ
り
、
そ
の
半
百
無
高
層
か
ら
高
持
化
し
た

現
象
の
存
在
を
み
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
第
五
表
で
は

五
石
以
下
就
申
三
石
以
下
の
層
と
無
高
層
と
の
間
に
か
な
り
、

零
紬
な
田
畑
を
め
ぐ
っ
て
の
交
替
、
零
紬
高
持
－
下
降
－
無
高

化
、
無
高
－
上
昇
－
零
紬
高
持
化
の
現
象
の
存
在
し
た
事
に
注

目
せ
ら
れ
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
第
五
表
の
如
き
複
雑
な
変
動
関
係
を
経
た
延
享
四

年
に
お
げ
る
階
層
分
化
の
状
態
は
、
逐
一
寛
保
の
前
例
に
従
っ

て
の
説
明
は
割
愛
す
る
が
、
要
す
る
に
此
処
で
は
二
〇
～
一
〇

〇
石
以
上
層
は
農
民
．
構
成
に
お
い
！
」
．
五
人
で
変
り
な
く
、
五
～

二
〇
石
層
は
二
二
戸
よ
り
二
五
戸
へ
と
三
戸
増
、
五
石
以
下
層

ク



は
七
三
戸
よ
り
六
七
戸
へ
と
六
戸
滅
と
な
り
、
夫
共
の
所
有
石

高
は
二
〇
～
一
〇
〇
以
上
層
は
四
六
・
五
％
か
ら
四
四
・
八
％

へ
若
干
減
じ
、
五
－
一
〇
石
層
は
三
三
・
四
％
か
ら
三
九
・
一

％
へ
か
な
り
増
し
、
五
石
以
下
の
層
は
二
〇
二
％
か
ら
ニ
ハ
・

一
％
へ
減
少
と
な
っ
て
い
て
、
此
処
で
は
五
４
二
〇
石
層
就
中

五
’
一
〇
石
層
の
進
出
の
み
ら
れ
る
事
に
注
目
せ
ら
れ
る
。
こ

の
層
は
一
四
戸
か
ら
一
八
戸
に
増
し
叉
そ
の
所
有
石
高
は
一
五

・
九
％
か
ら
二
一
・
四
％
へ
と
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
高
持
戸
数
増
加
の
点
は
、
第
五
表
に
お
い
て
明
ら
か
な
如
く
、

一
〇
～
二
〇
石
層
か
ら
の
二
戸
下
降
、
一
～
五
石
層
か
ら
の
三

戸
上
昇
、
一
ぞ
五
石
属
へ
の
二
目
ノ
下
降
と
い
う
結
果
に
基
づ
い

て
い
る
。
シ
」
の
よ
う
な
五
～
一
〇
石
の
い
わ
ば
申
農
層
の
進
出

に
就
い
て
は
、
如
何
な
る
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
資

料
的
に
充
分
な
説
明
を
与
え
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
此

処
で
は
一
～
五
石
層
よ
り
五
～
一
〇
石
層
へ
、
三
戸
の
上
昇
が

認
め
ら
れ
る
こ
の
者
の
上
昇
事
情
に
就
い
て
は
、
こ
れ
を
少
し

く
明
ら
か
な
ら
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
以
下
若
干
シ
」
の
点
に

就
い
て
述
べ
、
も
っ
て
右
中
農
層
進
町
の
事
情
を
み
よ
う
。

　
　
　
徳
川
中
期
に
お
け
る
尾
張
一
農
村
の
考
察
（
岡
本
）

　
宝
暦
二
年
の
「
誇
事
記
」
に
よ
れ
ぱ
次
の
文
書
を
み
る
事
が

出
来
る
。

　
当
村
之
御
百
姓
す
べ
て
農
二
出
精
仕
侯
得
共
、
女
房
女
子
農

間
二
而
綿
く
り
日
享
出
｝
世
相
見
へ
申
候
、
村
内
之
者
伝
左
衛

門
、
庄
左
衛
門
、
林
吉
三
人
農
間
稼
二
わ
た
買
集
め
、
他
所
之

商
人
へ
売
渡
申
一
至
ハ
刻
争
｝

　
先
述
の
農
業
の
生
産
構
造
に
お
い
て
既
に
明
ら
か
な
如
く
、

里
小
牧
村
で
は
資
料
的
に
寛
延
、
宝
暦
に
お
い
て
か
な
り
の
綿

作
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
右
文
書
に
よ

っ
て
窺
い
得
る
如
く
、
こ
の
村
で
は
収
穫
さ
れ
た
実
綿
は
、
村

内
婦
女
子
の
農
間
副
業
と
し
て
繰
締
に
加
工
さ
れ
、
販
売
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
こ
の
村
に
お
い
て
は
繰
綿

加
工
業
と
い
、
い
得
る
よ
う
な
独
立
の
営
業
は
存
在
せ
ず
、
た
だ

農
間
に
お
げ
る
婦
女
子
の
副
業
と
し
て
、
家
内
工
業
的
な
域
に

と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
て
ン
」
う
し
て
加
工
さ
れ
た
繰
綿
は
、
村
内
三
人
の
綿
伸
買
人

の
手
に
よ
っ
て
、
他
所
商
人
に
販
売
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

か
か
る
村
内
に
お
げ
る
綿
伸
買
人
の
他
村
に
お
げ
る
同
様
次
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
（
八
二
七
）

…
一

…

一……可
－…山’

’
－’…

□

…□凹…

ｕ

ｒ
…
■
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立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

考

作
作

、

、

パ
り
パ
一
目
」
自
」

目
－
冒
１

衛
衛
左
左
頚

八
八
組

年
年
年

備
－
ｏ
＾

９
一
５

保
保
暦

寛
寛
宝

１

年
）

元
４
２

４
７

２
２

０
８

保
１
７

石
１

６
●

Ｏ
■

３

４

７

寛
（
’
１

）
７

９
２

５
０

畝
０
・

８
０
■

４
７
１

５

５
５

（年四
４
９

８
１

０
０

享
石
３

８
●

９
●

延

６

５

７

「
－
「
；

１
■
　
，
ｊ
　
　
　
　
　
ｌ

『
ド

『
Ｆ

吉

街

衛

左

左

樽

庄

林

例
は
、
後
の
天
明
年
間
の
書
と
さ

れ
る
樋
口
好
古
の
「
尾
張
絢
行
記
」

に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

例
え
ぱ
そ
の
一
例
と
し
て
申
島
郡

次
郎
丸
村
に
就
い
て
『
高
昌
準
シ

テ
ハ
戸
口
多
ク
耕
田
不
足
ナ
ル
故

（
中
略
）
他
村
ノ
田
畝
ヲ
半
分
ホ
ト

承
佃
ス
、
無
高
二
十
戸
ホ
ト
ア
リ

高
持
ハ
平
準
ノ
所
＝
ア
小
百
姓
多

シ
、
農
業
ヲ
生
産
ト
ス
、
其
余
カ

ニ
商
ヒ
ヲ
ス
ル
者
十
六
七
戸
ア
リ
、

繰
綿
ノ
伸
買
ヲ
シ
一
ノ
宮
へ
交
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

セ
リ
』
と
あ
る
が
如
く
で
あ
る
。

　
と
シ
」
ろ
で
右
里
小
牧
村
に
お
げ

る
三
人
の
綿
伸
買
人
の
石
高
階
層

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
み
る
事
に

よ
っ
て
、
先
述
の
問
題
解
決
の
糸

口
を
見
出
そ
う
。
宝
暦
二
年
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
（
八
二
八
）

お
げ
る
侮
左
衛
門
、
庄
左
衛
門
、
林
吉
の
所
有
石
高
は
不
明
で

あ
る
が
、
宝
暦
二
年
よ
り
五
年
前
の
延
享
四
年
、
一
〇
年
前
の

寛
保
元
年
に
ど
の
よ
う
な
石
高
階
層
で
あ
っ
た
か
を
み
れ
ぱ
第

六
表
の
如
く
に
な
る
。
即
ち
ま
ず
延
享
四
年
現
在
の
所
有
石
高

を
も
っ
て
み
る
隈
り
、
右
三
人
は
こ
の
村
の
い
わ
ば
申
農
層
的

な
階
層
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
寛
保
元
年
の
所
有
石
高

を
み
る
と
偉
左
衛
門
“
庄
左
衛
門
両
人
は
、
三
“
四
石
層
で
あ

り
、
第
四
表
の
階
層
分
化
表
か
ら
み
れ
ば
零
紬
高
持
層
で
あ
る
。

こ
の
両
人
は
寛
保
二
年
の
五
島
八
左
衛
門
の
「
田
畑
捷
作
帳
」

に
現
わ
れ
る
小
作
人
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
寛
保
元
年
ユ

り
六
年
後
の
延
享
四
年
に
お
い
て
夫
ヵ
石
高
を
増
し
五
～
七
石

層
に
上
昇
し
て
い
る
。
前
揚
第
五
表
の
階
層
変
動
関
係
表
に
お

い
て
、
三
～
五
石
層
か
ら
五
ぞ
七
石
層
へ
三
人
の
上
昇
が
認
め

ら
れ
る
が
、
こ
の
三
人
の
中
二
人
が
実
は
偉
左
奄
門
、
庄
左
奄

門
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
人
の
石
高
上
昇
の
契
機
は
、

何
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
後
述
に
も
み
る
如
く
高
率
な
小

作
料
に
む
す
ば
れ
た
こ
の
村
の
地
主
小
作
関
係
に
立
っ
て
い
て

は
、
容
易
に
か
か
る
上
昇
の
機
会
を
見
出
さ
れ
な
い
か
も
知
れ

●



な
い
。
し
か
し
な
が
ら
右
の
如
き
上
昇
が
み
ら
れ
て
い
る
の
は
、

他
の
事
惜
の
存
在
は
別
と
し
て
も
、
先
述
に
み
た
こ
の
村
の
綿

作
の
発
展
を
背
景
に
、
需
要
性
、
商
晶
価
値
の
高
い
綿
商
品
流

通
面
に
綿
伸
買
人
と
し
て
、
機
。
を
得
て
た
ず
さ
わ
り
得
た
そ
の

結
果
に
、
少
な
く
と
も
負
う
も
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
、
両
人
は

林
吉
と
共
に
延
享
四
年
の
所
有
石
高
に
お
い
て
は
、
い
わ
ぱ
申

農
層
に
位
置
す
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
宝
暦
二
年
に
お
い
て
は
、

な
お
若
干
の
石
高
上
昇
の
あ
っ
た
事
は
予
想
さ
れ
る
。
右
三
人

の
内
庄
左
衛
門
は
宝
暦
五
年
に
お
げ
る
証
文
奥
印
に
組
頭
の
名

を
と
ど
め
、
村
役
人
た
る
の
地
位
に
着
い
て
い
る
こ
と
は
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
（
宝
暦
五
年
、
永
代
相
渡
申
高
之
事
）
こ

の
よ
う
に
少
な
く
と
も
綿
作
の
発
展
を
背
景
に
零
細
高
持
Ｈ
小

作
人
層
か
ら
身
を
起
し
、
村
役
人
た
る
地
位
を
得
る
ま
で
成
長

し
来
っ
た
い
わ
ぽ
こ
の
村
の
新
興
階
層
の
そ
の
後
の
動
向
に
つ

い
て
は
蓋
し
興
味
あ
る
間
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
今
は
こ
れ
以

上
述
ぶ
べ
ぎ
資
料
は
も
た
ず
、
た
だ
此
処
で
は
当
面
の
問
題
た

る
五
～
一
〇
石
申
農
層
進
出
の
事
惜
に
若
干
説
明
を
与
え
た
に

と
ど
ま
る
。

　
　
　
徳
川
中
期
に
括
け
る
尾
張
一
農
村
の
考
察
（
岡
本
）

　
以
上
寛
保
元
年
、
延
享
四
年
の
六
年
間
の
距
り
を
も
つ
両
資

料
に
基
づ
い
て
里
小
牧
村
農
氏
の
階
層
分
化
の
状
態
、
そ
の
変

動
関
係
に
っ
ぎ
や
や
詳
細
に
述
べ
て
来
た
が
、
要
す
る
に
此
処

で
は
一
〇
〇
石
以
上
、
八
○
石
以
上
の
所
有
石
高
を
も
つ
階
層

の
出
現
に
対
し
、
他
方
大
多
数
の
零
細
高
持
の
存
在
或
は
無
高

の
存
在
を
知
る
事
が
出
来
、
徳
川
申
期
に
お
げ
る
里
小
牧
村
で

は
、
畷
に
い
わ
ゆ
る
封
建
農
氏
を
農
民
と
し
て
単
一
的
に
把
え

る
事
の
出
来
な
い
深
い
階
層
の
存
在
す
る
事
を
知
る
事
が
出
来

た
で
あ
ろ
う
。

四
、
農
民
の
階
層
関
係

　
農
村
に
お
げ
る
商
品
・
貨
幣
経
済
の
発
達
、
貢
租
の
過
重
化

等
を
契
機
と
し
た
里
小
牧
村
農
民
の
階
層
分
化
に
は
、
か
な
り

著
し
い
も
の
の
あ
る
事
を
知
り
得
た
。
し
か
し
て
斯
る
階
層
分

化
に
よ
っ
て
賀
ら
さ
れ
た
農
氏
の
階
層
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
、
こ
の
点
を
此
処
で
述
べ
る
事
と
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
農
民
の
階
層
関
係
を
述
べ
る
に
ー
当
っ
て
、
前
述
に

み
た
こ
の
村
の
い
わ
ば
上
農
層
の
階
層
的
地
位
を
ま
ず
み
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
（
八
二
九
）



表７第

立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

目
楮
御
家

八

考

，
兎

）

屋
御

）
降

暦

庄
刀

宝

惣
帯

以

■

・
字

延

屋
苗

保

代

寛

寛
弟

庄
見

惣

（

備

（
目
Ｊ
Ｆ

寄
寄
姓

頭

年
年
百

屋
衛

組

庄
左

’

Ｉ
ｌ

積
７
‘
　
（
Ｏ
歓
」
」
１
「
　
一
４
「
Ｏ
　
　
ｏ
ｏ

１
１
●

９
２

）
１

面

Ｏ
●

１
１
■

年

有
７
‘
　
（
０

０
８
１

２
６
３
１

４
９
１

所

（

四

’
１
’
ｌ
ｉ
　
　
　
　
’
ｉ
　
　
　
’
；
　
　
　
一
ｉ
　
　
　
，

享

高
３
７

１
１
１

５
８

６
４

７
４
１

９
２

石 石
１
７

２
■

４
●
１

Ｏ
●

延

有
２
０
１

５
２

３

７
２

（

所

＠
＠
＠

　

＠

年
高

８
　
　
６
　
　
５
１
１
一
　
Ｅ
り
　
一
４

６
　
　
０
７
‘
　
１

元
石

石
９
一
１
８
１
２

（
０
　
　
「
０
●
　
　
　
　
　
　
●

保
有

９
　
　
０
２
　
　
２

寛
所

◎
◎
　
＠
　

目
Ｊ
　
目
」
　
冒
」
目
－
　
　
目
－
　
目
‘

目
」
　
目
」
日
－
　
目
１

盾
員

衛
　
衛
左
衛
八
　
左
島
右
三

衛
衛
右
右

四

山

五
恒
与

政
平

友

こ
う
。

　
前
述
の
如
く
上

農
層
五
人
の
石
高

所
有
は
、
村
高
の

約
四
五
％
を
占
む

る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
等
五
人

の
者
の
石
高
所
有

関
係
を
具
体
的
に

示
す
と
第
七
表
の

如
く
に
な
る
。
寛

保
元
年
に
お
げ
る

石
高
所
有
と
そ
の

順
位
が
、
延
享
四

年
に
お
い
て
か
な

り
変
化
を
み
せ
て

い
る
。
こ
の
内
筆

頭
の
五
島
八
左
衛

一
〇
（
八
三
〇
）

門
は
、
二
二
石
余
か
ら
二
〇
二
石
余
に
減
少
を
み
せ
て
い
る

が
・
」
れ
は
延
享
時
四
番
に
伎
す
る
実
弟
友
四
郎
を
寛
保
二
年
分

家
せ
し
め
た
結
果
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
他
の
者
は
若
干
石
高

の
増
減
を
み
せ
そ
の
順
位
を
異
に
し
で
い
る
が
、
何
れ
も
こ
の

村
の
い
わ
ば
上
農
層
で
あ
る
。

　
と
シ
」
ろ
で
こ
れ
等
の
層
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
村
内
に
お

げ
る
村
役
人
と
し
て
の
地
位
に
立
っ
て
い
た
こ
と
は
、
第
七
表

の
備
考
に
示
さ
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
叉
こ
の
よ
う
に
村
役

人
と
し
て
の
地
伎
に
あ
る
上
農
層
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
村

落
共
同
体
的
規
制
の
頂
点
に
立
っ
て
、
そ
の
支
配
権
を
掌
握
し

て
い
る
層
で
も
あ
っ
た
。
村
落
共
同
体
的
規
制
の
申
核
を
な
す

も
の
は
、
村
内
に
お
け
る
採
草
地
、
灌
激
用
水
の
共
同
体
的
利

用
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
先
述
に
み
た
姑
く
里
小
牧
村
に

お
い
て
は
、
す
で
に
は
や
く
か
ら
購
入
肥
料
の
利
用
を
も
っ
て

畑
作
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
購
入
肥
料
利
用
面
か
ら
、
採
草
地
に
お
け
る
共
同
体
的
利
用
、

そ
の
規
制
が
少
し
は
弱
め
ら
れ
た
と
考
え
得
て
も
、
肥
料
の
主

体
は
な
お
村
内
自
給
肥
料
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
村
の

農
民
は
、
採
草
地
へ
の
共
同
体
的
利
用
、
そ
の
規
制
に
大
ぎ
く

支
配
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
里
小
牧
村
に
お
げ
る
白



給
肥
料
の
給
源
地
は
、
主
と
し
て
村
内
の
柳
枯
草
場
に
あ
っ
た

が
、
こ
れ
に
就
い
て
、
　
じ
．
反
数
二
二
町
四
反
五
畝
二
三
歩
松
柳

生
砂
場
－
。
庄
屋
村
役
諾
事
引
受
薪
箪
等
苅
採
方
取
斗
申
候
』
．

（
文
化
六
年
）
と
あ
っ
て
、
柳
枯
草
場
の
共
同
体
的
利
用
の
管
理

支
配
権
が
庄
屋
村
役
人
の
手
に
あ
っ
た
事
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
里
小
牧
村
に
お
げ
る
上
農
層
は
、
多
く
政
冶

杜
会
的
に
は
村
役
人
と
し
て
の
地
位
に
あ
る
と
と
も
に
村
落
共

同
体
的
規
制
の
頂
点
に
位
置
し
て
い
る
層
で
も
あ
っ
た
が
、
彼

等
は
村
内
に
お
け
る
か
か
る
政
治
的
杜
会
的
地
伎
を
利
用
し
て
、

経
済
的
に
は
一
般
農
民
よ
り
も
有
利
な
生
産
条
件
の
一
つ
を
確

保
し
、
生
産
を
有
利
に
導
い
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
か
か
る
上
農
屑
の
土
堆
経
営
面
に
っ
い

て
次
に
考
察
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
土
地
兼
併
喪
夫
の
い
わ
ゆ
る

農
氏
の
階
層
分
化
に
っ
い
て
は
す
で
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

が
、
か
か
る
階
層
分
化
が
農
村
に
お
げ
る
商
晶
貨
幣
経
済
の
発

展
に
一
つ
の
契
機
を
与
え
ら
れ
て
い
る
隈
り
、
か
か
る
階
層
分

化
の
進
行
事
熊
の
う
ち
に
、
当
然
地
主
小
作
関
係
の
存
在
が
予

想
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
、
つ
。
わ
れ
わ
れ
は
以
下
右
上
農
層
、

　
　
　
徳
川
中
期
に
拾
け
る
尾
張
一
農
村
の
考
察
（
岡
本
）

）年
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資
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説
萌
し
得

ら
れ
る
五
島

家
を
申
心
に
、

地
主
小
作
関

係
の
存
在
を

み
よ
う
。

　
寛
保
二
年

（
一
七
四
二
）

に
友
四
郎
は

五
島
八
左
衛

門
（
八
代
）
よ

り
分
家
し
た

も
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
の

際
の
「
高
田

畑
分
ケ
帳
」

「
八
左
衛
門

（
八
三
一
）

ｒ
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立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

友
四
郎
両
人
手
作
覚
」
に
よ
れ
ば
、
第
八
表
の
如
き
手
作
、
小

作
経
営
規
模
を
知
る
事
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
表
に
よ
れ
ば
、

八
左
衛
門
の
場
含
、
所
持
田
畑
八
町
九
反
七
畝
二
二
歩
の
う
ち
、

手
作
分
は
二
町
三
反
二
畝
一
七
歩
二
五
・
九
％
、
小
作
分
は
六

町
六
反
五
畝
五
歩
七
四
・
一
％
と
な
っ
て
い
て
、
所
持
田
畑
の

四
分
の
三
の
圧
倒
的
部
分
を
小
作
に
出
し
て
お
り
、
小
作
料
依

存
へ
の
寄
生
地
主
的
性
格
を
極
め
て
濃
厚
に
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
友
四
郎
の
場
含
、
二
町
四
反
二
畝
二
九
歩
の
所
持
田
畑

の
う
ち
、
手
作
分
は
一
町
一
反
八
畝
一
八
歩
四
八
・
八
％
、
小

作
分
は
一
町
二
反
四
畝
一
一
歩
五
一
・
二
％
で
あ
っ
て
、
所
持

田
畑
の
二
分
の
一
強
を
小
作
に
出
し
、
や
は
り
寄
生
地
主
的
性

格
を
強
く
し
て
い
る
。
右
両
人
の
手
作
、
小
作
経
営
規
模
の
斯

る
事
例
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
延
享
四
年
六
町
三
反
四
畝
余
の
田

畑
を
も
つ
恒
右
衛
門
の
如
き
は
、
少
な
く
と
も
四
町
前
後
の
小

作
関
係
に
、
叉
政
右
衛
門
、
与
左
三
衛
門
な
ど
も
夫
ヵ
或
程
度

の
小
作
関
係
に
立
っ
て
い
た
事
は
充
分
に
想
像
し
得
よ
う
。

　
以
上
の
如
く
申
期
に
お
げ
る
里
小
牧
村
で
は
、
右
八
左
衛
門
、

友
四
郎
等
の
手
作
、
小
作
経
営
規
模
の
事
例
に
見
る
限
り
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
（
八
三
二
）

な
り
広
汎
な
地
主
小
作
関
係
の
存
在
を
み
る
事
が
出
来
る
の
で

あ
る
。

　
次
に
斯
る
地
主
小
作
関
係
の
説
明
を
通
じ
て
、
里
小
牧
村
農

氏
の
階
層
関
係
を
考
察
す
る
事
と
し
た
い
。
こ
の
点
を
窺
い
得

る
資
料
と
し
て
、
此
処
で
は
寛
保
二
年
五
島
八
左
衛
門
「
田
畑

捷
作
帳
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
分
析
を
申
心
に
右
の
点
を
考
察

す
る
事
と
す
る
。

　
右
「
田
畑
捷
作
帳
」
に
よ
れ
ば
、
八
左
衛
門
の
小
作
地
は
前

性層階の人作小
－

年２保寛表９第
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０
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層

上
上

６
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２

下

高

村

以
以

～

～

～

以

計

階

石
石

ｎ
０
　
７
１

５

３

１
石
１

無

他

帳
千
高
若

村
は
　
。

年
に
い

元
準
な

保
基
ら

寛
高
な

は
石
ば

準
，
ね

基
て
ま

高
つ
込

石
従
見

の
　
。
を

人
る
差

作
よ
誤

小
に
の

註



記
の
如
く
六
町
六
反
五
畝
五
歩
で
あ
り
、
こ
の
小
作
地
に
入
組

ん
で
い
る
小
作
人
総
数
は
三
九
人
（
内
他
村
三
人
）
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
等
小
作
人
は
第
九
表
に
み
る
如
く
殆
ん
ど
が
極
め

て
零
紬
な
高
持
或
は
無
高
層
で
あ
っ
て
、
村
内
五
石
以
下
無
高

層
合
し
て
三
三
人
、
全
小
作
人
の
約
八
五
％
に
当
り
、
小
作
人

の
階
層
性
を
明
確
に
し
て
い
る
。
先
述
の
農
氏
階
層
分
化
表

に
現
わ
れ
た
五
石
以
下
の
層
は
、
多
く
斯
る
小
作
人
と
し
て

存
在
し
て
い
た
事
は
疑
い
得
な
い
。
次
に
三
九
人
の
八
左
衛

積面作ｈ
／

人作ｈ
／

門衛左八年
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人
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１

’

地
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上
上
上
上

上
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作

以
以
以
以

以
以

小
面
一

反
反
反
反
反
反

計

５
　
４
　
３
　
２

１
　
　
　
１
１
’

門
小
作
地
の

入
組
関
係
を

み
る
と
、
最

高
四
反
六
畝

七
歩
か
ら
最

低
二
畝
五
歩

と
な
っ
て
い

て
、
第
十
表

に
み
る
如
く

一
人
当
平
均

徳
川
中
期
に
お
け
る
尾
張
一
農
村
の
考
察
（
岡
本
）

小
作
地
面
積
は
、
一
反
七
畝
二
歩
の
極
め
て
零
細
な
小
作
地
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
人
当
平
均
小
作
地
面
積
以
下
の

小
作
地
を
請
げ
て
い
る
も
の
は
、
小
作
人
全
体
の
六
〇
％
前
後

も
あ
り
、
極
め
て
小
刻
み
な
小
作
地
関
係
に
立
っ
て
い
る
。
こ

の
事
は
八
左
衛
門
の
小
作
人
が
只
一
人
八
左
衛
門
の
小
作
人
た

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
村
内
他
の
地
主
の
小
作
人
と
も
な
っ
て
い

た
事
は
容
易
に
想
像
し
得
よ
う
。
里
小
牧
村
に
お
げ
る
斯
る
小

作
人
は
、
単
に
村
内
地
圭
の
み
に
隈
ら
ず
叉
隣
村
地
主
の
小
作

人
と
も
な
っ
て
い
た
事
は
、
次
の
文
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

　
当
所
ハ
、
人
多
候
而
他
郷
之
地
所
不
作
し
て
は
相
成
ま
し
く
、

黒
田
村
内
北
宿
之
地
所
、
曾
根
村
之
地
所
受
作
行
候
、
南
之
所

こ
而
は
、
玉
の
井
村
へ
捷
申
侯
。
　
（
宝
暦
二
年
「
諾
事
記
」
）

　
里
小
牧
村
に
お
げ
る
村
人
口
は
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）

の
「
村
人
数
書
上
帳
」
に
よ
れ
ば
六
一
一
人
（
下
場
下
女
、
他

出
奉
公
人
を
含
む
）
と
か
な
り
多
く
、
こ
の
世
帯
戸
数
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
先
述
の
元
文
二
年
「
覚
一
に
よ
れ
ば
『
惣
百
姓

二
一
九
軒
』
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
戸
数
を
も
っ
て
す
る
里
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ニ
（
八
三
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

牧
村
ニ
ロ
ゾ
当
平
均
耕
作
面
積
は
、
大
体
四
反
歩
足
ら
ず
と
い
う

耕
地
の
狭
少
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
惜
か
ら
恐
ら
く

五
石
以
下
無
高
層
に
よ
る
出
作
が
多
く
行
わ
れ
て
、
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
八
左
衛
門
の
小
作
人
と
し
て
三
人
の
他
村
玉
の
井

村
よ
り
の
入
作
が
み
ら
れ
る
が
、
右
の
如
き
村
の
耕
地
事
惜
か

ら
出
作
が
多
く
行
わ
れ
て
い
て
も
、
入
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
八
三
四
）

て
計
算
さ
れ
る
捷
米
１
１
小
作
料
総
額
は
五
八
石
八
斗
三
升
四
含

で
あ
る
が
、
第
一
一
表
Ａ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
田
畑

反
当
平
均
小
作
料
は
八
斗
八
升
五
合
と
な
っ
て
い
る
。
斯
る
小

作
料
が
高
額
な
る
や
否
や
は
そ
の
年
の
反
当
実
収
量
を
み
る
事

に
よ
っ
て
判
明
し
得
よ
う
。
し
か
し
て
こ
の
点
に
つ
き
前
述
の

は
稀
に
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
農
民
階
層
関
係
の
主
軸
を
な

す
も
の
は
、
地
主
小
作
関
係
で
あ
り
、
地

主
小
作
関
係
の
中
心
を
た
す
も
の
は
小
作

料
収
取
関
係
に
あ
る
。
従
っ
て
小
作
料
収

取
麗
係
の
問
題
は
、
農
氏
階
層
関
係
を
考

察
す
る
に
当
っ
て
の
最
も
重
要
な
問
題
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
斯
る
意
味
に
お
い

て
次
に
小
作
料
関
係
を
み
な
げ
れ
ぱ
な
ら

な
い
。

　
右
八
左
衛
門
「
田
畑
捷
作
帳
」
に
お
い

係関作小
／
門衛左八
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石
１
・
０
．
０
・

８
●

Ｏ

当反
１
，

」
〕

１

米

８
４
２

２
５
「
ｏ
０
２
５

４
３

作
肩
７
・
０
・
１
・
２
１
２

８
●

８
５

、
刈

２
０
３
＾
Ｏ
　
ｎ
ｖ
　
ｎ
ｖ

積
畝
１
・
７
・
７
・

５
０
●

ｐ
Ｏ
１
　
Ｏ
リ
ｎ
ｚ
　
１
・
一
　
〇
’

５
６

６

田
田

酉

中

畑

上
下

１

田

畑

計

係関分坂作小
！，

主地
，

租貢Ｂ表１１第

作
３
２

４
２

８
７

％

石
一

３
●

２
●

８
２

７
２

８
２

、
刈

Ｏ

Ｏ

Ｏ

主
７
２

６
７

９
３

％

石
■

３
■

３
●

９
２

１
３

４
３

地

Ｏ

０

Ｏ

租
０
５

Ｏ
Ｏ

３
８

％

石
１
６

５
●

３
●

３
４

２
４

８
３

貢

Ｏ

Ｏ

Ｏ

当
料

７
７

６
７

２
２

％

作石
川

８
●

７
●

２
７

３
７

２
７

反
小

１

０

Ｏ

－

収
Ｏ
Ｏ

０
２

０
０

石
１
５

０
●

０
０

０
０

０
０

当

１

１

１

１

１

反

田

田

固

田

中

畑

中

畑

上

下

上

下

◎るよ二」記事諸「年
２暦
す
宝
と
は
割
量
五
収
は
当
程
反
貢

註



宝
暦
二
年
里
小
牧
村
「
諸
事
記
」
に
記
載
の
反
当
実
収
量
を
も

っ
て
計
算
す
れ
ば
、
第
一
一
表
Ｂ
の
如
く
、
地
主
、
小
作
の
取

分
割
合
は
前
者
約
七
二
％
（
貢
租
分
を
含
む
）
に
対
し
後
者
約

二
八
％
と
な
り
、
此
処
に
お
け
る
地
圭
小
作
関
係
は
、
高
率
な

小
作
料
に
よ
っ
て
結
ぱ
れ
た
そ
れ
と
し
て
み
る
事
が
出
来
る
。

斯
る
高
卒
小
作
料
を
も
っ
て
緕
ば
れ
た
小
作
人
層
の
生
活
は
一

般
的
に
は
極
め
て
困
難
の
も
の
が
あ
っ
た
事
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
右
の
小
作
料
が
、
。
小
作
人
に
と
っ
て
は
極
め
て
高
卒
な

も
の
で
あ
り
、
小
作
人
の
農
業
経
営
を
困
難
に
し
、
生
活
を
困

窮
な
ら
し
め
る
程
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
小
作
料
収
取
に
常
に

腐
心
し
て
い
る
地
主
に
と
っ
て
は
事
惜
は
異
な
る
。
寛
保
二
年

弟
友
四
郎
分
家
の
際
の
コ
筒
田
畑
割
賦
帳
一
冊
つ
工
」
に
、
八
左

衛
門
は
小
作
料
収
取
に
つ
い
て
、
現
在
の
小
作
料
を
『
直
安
』

と
な
し
、
弟
友
四
郎
に
『
捷
直
』
叉
は
『
取
上
』
を
主
張
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
八
左
衛
門
の
「
田
畑
捷
作
帳
」
に
は
、
右

の
地
主
と
し
て
の
考
え
方
が
そ
の
ま
ま
こ
の
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。
今
そ
の
一
二
の
事
例
を
み
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

○
彌
右
衛
門
、
下
田
、
二
反
一
畝
歩
、
此
捷
米
一
石
九
斗
八
升

　
　
　
徳
川
中
期
に
お
け
る
尾
張
一
農
村
の
考
察
（
岡
本
）

　
五
含

　
　
是
ハ
下
田
こ
御
座
候
も
、
近
年
よ
ぎ
田
に
相
成
候
而
、
淀

　
　
直
致
べ
く
候
、
も
し
彌
右
衛
門
不
平
申
候
得
は
、
敢
上
他

　
　
に
貸
申
べ
く
候

○
伊
兵
奮
、
合
、
上
中
田
、
　
一
反
六
畝
一
歩
、
此
捷
米
一
石
六

　
斗
九
升
三
合

　
　
是
ハ
安
ク
見
へ
申
侯
、
何
連
も
上
之
よ
き
田
ミ
而
、
大
風

　
　
昌
而
も
、
少
し
も
ま
け
申
間
敷
候

　
寛
保
元
年
の
「
村
高
帳
」
で
は
彌
右
衛
門
二
石
八
斗
九
升
、

伊
兵
衛
一
石
二
斗
七
升
三
合
と
あ
っ
て
何
れ
も
零
細
高
持
で
あ

る
。
こ
れ
等
両
人
の
八
左
衛
門
と
の
小
作
料
収
取
関
係
は
、
第

一
〇
表
の
平
均
小
作
料
と
比
較
す
れ
ば
、
彌
右
衛
門
の
場
合
下

田
九
斗
四
升
五
合
と
か
な
り
高
く
、
伊
兵
衛
の
場
含
一
石
五
升

八
合
と
や
や
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
斯
る
高
率
小
作

料
に
も
拘
ら
ず
、
彌
右
衛
門
事
例
の
但
書
に
み
る
如
く
、
八
左

衛
地
主
は
彌
右
衛
門
の
下
田
を
『
近
年
よ
き
田
二
相
成
』
っ
た

と
し
、
小
作
人
の
い
わ
ぱ
生
産
力
上
昇
部
分
に
対
し
、
『
捷
直
』

１
１
小
作
料
引
上
を
要
求
し
、
も
し
彌
右
衛
門
が
不
平
を
申
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
（
八
三
五
）

…町山…



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

『
取
上
』
他
人
に
貸
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
小
作
せ
ず
し

て
は
生
計
の
道
を
得
る
に
乏
し
い
事
惜
の
下
に
あ
る
零
細
農
氏

に
と
っ
て
は
、
村
の
耕
地
狭
少
と
も
棉
侯
っ
て
、
地
主
の
こ
う

し
た
要
求
に
は
句
れ
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
此
処
で
は
小
作
人

の
耕
作
権
は
極
め
て
不
安
定
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
共
に
、

斯
る
経
済
的
な
力
関
係
の
両
か
ら
生
ず
る
地
主
え
の
隷
属
的
麗

係
は
之
を
濃
厚
な
ら
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
斯

く
の
如
く
小
作
人
は
一
方
に
お
い
て
『
捷
直
』
に
よ
る
小
作
料
の

苛
酷
な
取
立
或
は
『
取
上
』
に
よ
る
耕
作
権
の
不
安
定
な
状
態
に

立
た
さ
れ
て
い
る
と
共
に
、
他
方
伊
兵
衛
事
例
に
み
る
如
く
小

作
料
は
『
大
風
二
而
も
少
し
も
ま
げ
申
間
敷
侯
』
と
さ
れ
て
い
る

こ
の
よ
う
な
事
惜
の
中
に
申
期
里
小
牧
村
地
主
の
封
建
的
性
格

を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
な
地
主
の
小
作
人
に
対
す

る
小
作
料
取
立
の
苛
酷
さ
は
、
一
般
に
小
作
農
民
の
農
業
の
再

生
産
過
程
を
圧
迫
し
、
農
民
の
生
活
を
窮
乏
に
略
し
入
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
事
い
う
ま
で
も
な
い
。
例
え
ぱ
、
前
例
の
彌
右
衛

門
は
寛
保
元
年
二
石
八
斗
九
升
の
所
有
石
高
か
ら
、
延
享
四
年

牝
至
り
二
斗
五
升
に
石
高
を
滅
少
せ
し
め
て
お
り
、
叉
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
一
六
（
八
三
六
）

は
延
享
四
年
に
至
っ
て
名
が
見
当
ら
ず
、
恐
ら
く
石
高
を
全
く

喪
失
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
述
べ
来
た
っ
た
よ
う

に
零
細
農
民
”
小
作
農
民
は
高
率
小
作
料
を
契
機
と
し
て
多
く

の
場
合
窮
乏
化
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
窮
乏
の
緒

果
は
、
家
族
労
働
を
他
に
放
出
す
る
層
へ
と
転
落
す
る
に
至
る
。

第
一
二
表
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
「
村
人
数
改
之
帳
」
に
お
げ

る
他
出
奉
公
人
放
出
の
階
層
は
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

シ
」
の
表
の
石
高
は
寛
保
元
年
、
延
享
四
年
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、

寛
延
三
年
の
石
高
で
は
な
い
が
、
延
享
四
年
よ
り
三
年
後
の
寛

延
三
年
に
お
い
て
そ
う
著
し
い
石
高
の
変
動
は
な
か
っ
た
も
の

と
す
れ
ば
、
他
出
奉
公
人
放
出
の
階
層
は
、
一
石
台
以
下
の
極

め
て
零
細
な
高
持
或
は
無
高
と
い
う
事
に
な
る
。
他
出
奉
公
人

放
出
の
者
は
一
九
人
で
あ
る
が
、
ン
」
の
う
ち
一
〇
人
（
表
○
印
）

の
者
は
八
左
衛
門
「
田
畑
捷
作
帳
」
に
現
わ
れ
る
八
左
衛
門
の

小
作
人
で
あ
る
。
叉
兵
衛
一
例
を
除
げ
ぱ
、
石
高
所
持
者
は
全

部
箆
保
よ
り
延
享
に
か
げ
石
高
を
減
少
す
る
か
喪
失
し
て
い
る

事
に
注
目
せ
ら
れ
る
。
前
例
に
見
た
彌
右
衛
門
も
こ
の
表
に
現

わ
１
れ
て
い
る
が
、
石
高
滅
少
と
と
も
に
寛
延
三
年
現
在
三
人
の

山｛
－

＾
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０
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村

松

村

先

田

笠

方

黒

，
村

，
村

レ
］
箏

田

　
　
，
村
村
村

　
，
村
村

黒

円

田

池

固

赤

田
毛

黒

長
割

，
村

，

黒
大

方

村

行

一
ユ
ぷ
一
一
一
一
冴
一
鴛
∴
鴛
一

１
１
、

１

ｊ
■
２

１
１

一
　
　
　
■
　
　
’

ｉ

；
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３
－
－
１

柄

娘

２

１

２

１

１

１

１

続

人
人

人

伜

２

２

１

．
　
ヱ

０
２
０
”
１
－
一

１

１

２

１

１

１

３

公

人

男
女

奉

１

１

１

１

本
，
１

計

１

１

年
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元
４
１

０
０

０
５

０
９

０
０

０
０

５
６
１

１
８
０

７
６

９
２

０
４

０
０
１

０
０

３
１

高

９

保
１
７

石
２
・

●

Ｏ
●

■

●

●

８
●

９
●

２
●

●

●

Ｏ
●

８
■

２
●

「
０
●
１

３
●

Ｏ

２

工

０

Ｏ

寛
（

２

０

１

石１
１
１

｛

有
年
）
４
〃

０
５

０
５

０
３

４

０
９
一
１

０
０

５
６

１
８
０

０
０
１

９
９

０
４

Ｏ
’
ｏ

所

２
●

８
●
１

３
●

６
●

３
■
１

０
●

０
●

Ｏ
Ｏ
１

享
１
７

肩
０
・

●

■

●

●

●

■

●

０

延
（

０

０

Ｏ

０

１
１
’１
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

１

ｏ

ｏ

Ｉ
ｊ
　
ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

◎

ｏ

Ｏ

ｏ

一
一
一
一
∴
鴛
ぶ
∴
一
一
∴
一
鴛
戸

９
１

蔵御「年
４享
。
延
る，よ

は
に
高
」
石
帳
有
高
所
村，村
す
牧
示
小
を
里
係
「
関
年
作
元
小
保
の
寛
家
」
島
帳
五
上
年
書
２
畑
保
田
寛
高
ぱ
姓
印
百
。
入

考備

徳
川
中
期
に
お
け
る
尾
張
一
農
村
の
考
察
（
岡
本
）

一
一
七
（
八
三
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
箪
四
巻
・
第
五
号
）

子
供
を
他
出
奉
公
に
出
す
階
層
に
転
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
里
小
牧
村
農
民
の
階
層
分
化
に
関
連
し
、
此
処
に
お
げ

る
農
民
の
階
層
関
係
に
つ
い
て
、
地
主
小
作
関
係
を
中
心
に
叙

述
し
て
来
た
。
此
処
で
は
里
小
牧
村
最
大
地
主
五
島
八
左
衛
門

（
八
代
）
の
、
そ
こ
に
お
げ
る
地
主
小
作
関
係
を
主
と
し
て
み

て
来
た
の
で
あ
っ
た
が
、
五
島
家
の
場
合
な
ど
所
有
田
畑
面
積

約
九
町
歩
の
う
ち
そ
の
約
四
分
の
三
を
小
作
に
出
す
と
い
う
、

小
作
料
依
存
へ
の
寄
生
地
主
的
性
格
を
早
く
か
ら
も
つ
に
至
づ

て
お
り
、
か
か
る
小
作
地
は
主
と
し
て
村
内
五
石
以
下
層
の
小

作
地
に
提
供
し
、
極
め
て
小
刻
み
な
地
主
小
作
関
係
に
立
っ
て

い
た
。
し
か
し
芙
処
に
お
げ
る
地
主
小
作
関
係
は
、
極
め
て
高

率
な
小
作
料
で
も
っ
て
結
ぱ
れ
た
関
係
で
あ
り
、
斯
る
関
係
を

通
じ
て
零
紬
小
作
農
氏
は
、
先
述
の
綿
仲
買
人
た
る
侮
左
衛
門
、

庄
左
衛
門
の
如
ぎ
上
昇
の
者
の
存
在
は
あ
っ
た
と
は
い
え
、
多

く
の
場
合
更
に
零
細
化
、
困
窮
化
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

農
民
の
階
層
分
化
は
一
つ
に
は
か
か
る
点
に
も
大
き
く
契
機
づ

げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
幕
末
天
保
五
年
に
至
っ
て
里
小
牧
村

で
は
地
主
（
五
島
家
を
申
心
と
し
た
高
持
層
、
大
前
層
）
と
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
（
八
三
八
）

作
人
（
小
百
姓
、
小
前
鳳
）
と
の
間
に
高
率
小
作
料
を
め
ぐ
っ

て
の
所
謂
小
前
騒
動
が
み
う
げ
ら
れ
る
が
、
斯
る
騒
動
は
農
氏

階
層
関
係
の
一
つ
の
集
中
的
表
現
と
み
乃
こ
と
が
出
来
る
（
天

保
五
午
年
小
作
之
者
！
年
貢
引
方
二
付
「
指
出
申
連
印
済
口
証

文
之
事
」
）

（
あ
と
が
き
、
以
上
主
と
し
て
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
か
ら
宝
暦
二

年
（
一
七
五
二
）
に
至
る
約
十
年
間
の
資
料
を
中
心
と
し
て
、
里
小
牧

村
に
拾
け
る
農
業
の
生
産
構
造
、
或
は
農
民
の
階
層
分
化
の
状
態
と
農

民
の
階
層
関
係
と
い
っ
た
点
に
就
い
て
若
千
考
察
し
来
っ
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
冒
頭
掲
げ
た
資
料
の
み
に
て
は
充
分
に
之
を
説
明
し
得
ず
、

た
で
資
料
的
に
説
躬
し
得
ら
れ
る
隈
度
に
拾
け
る
現
象
形
態
の
把
握
に

終
始
さ
れ
、
此
処
で
は
斯
る
現
象
の
因
っ
て
起
る
本
質
的
問
題
に
は
充

分
な
説
明
を
与
え
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
幕
末
期
小
牧
村
或
は
近

傍
農
村
の
資
料
に
基
づ
く
他
目
の
報
告
の
機
会
に
、
補
足
的
説
明
を
与

え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
）

◎◎　＠◎

一
尾
張
葉
栗
見
聞
集
一
二
九
頁
、
尾
張
名
所
図
絵
後
編
五
等
参
照

起
町
史
下
巻
二
三
八
～
九
頁
参
照

尾
張
葉
栗
見
聞
集
（
尾
州
里
小
牧
村
御
船
守
船
頭
之
事
）
一
八

七
～
八
頁
、
愛
知
県
吏
第
二
巻
（
里
小
牧
村
の
渡
場
）
六
五
九

～
六
六
〇
頁
、
一
宮
市
史
上
巻
（
綿
類
出
津
差
留
令
）
一
〇
六

一
～
二
頁
箏
参
照

「
懐
中
日
記
」
　
（
五
島
家
一
一
代
八
左
ヱ
門
幸
安
）

愛
知
県
史
察
二
巻
第
二
巻
二
八
一
頁

．
一

／



　
　
右
同
書
別
巻
六
三
六
頁
（
〔
古
義
三
〕
四
ツ
概
）

¢
　
里
小
牧
村
の
村
高
は
、
弘
化
・
万
延
間
に
お
い
て
、
酉
新
田
分

　
　
は
三
石
一
升
七
合
増
し
村
高
六
〇
〇
石
六
斗
七
升
一
合
と
も
な

　
　
っ
て
い
る
が
そ
の
点
男
ら
か
で
な
い
。

＠
　
享
保
十
九
年
「
本
高
内
砂
吹
埋
禿
地
書
上
帳
」

　
　
　
１
百
雄
伝
記
」
（
日
本
経
済
大
典
策
三
十
一
）
六
四
九
頁

＠
　
愛
知
県
史
第
二
巻
、
五
七
八
こ
五
八
二
頁
参
照
、
川
浦
魔
次
氏

　
　
「
三
八
市
場
の
開
市
と
発
展
」
（
調
査
と
資
料
蒙
六
号
）
に
は
一

　
　
宮
六
斉
市
（
三
八
市
場
）
に
就
い
て
詳
翻
な
研
究
が
あ
る
。

＠
　
コ
兀
橡
三
辰
年
右
寛
保
三
亥
年
迄
御
免
相
書
上
帳
」
、
　
「
安
政
六

　
　
末
年
右
明
治
元
辰
年
迄
拾
ヶ
年
街
免
状
写
」
、
貞
享
、
元
橡
、
享

　
　
保
、
宝
暦
、
明
和
各
「
里
小
牧
村
地
帳
」
、
　
こ
れ
筆
の
帳
か
ら

　
　
里
小
牧
村
で
は
大
体
寛
保
頃
よ
り
定
免
制
が
行
わ
れ
た
事
に
な

　
　
っ
て
い
る
。

＠
　
尾
張
藩
の
徳
川
中
期
以
降
に
お
け
る
領
内
貢
租
率
平
均
は
、
冤

　
　
三
ツ
五
分
前
後
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
所
三
男
氏
、
「
尾
張

　
　
藩
の
財
政
と
藩
札
Ｈ
」
（
杜
会
縫
済
史
学
、
第
四
巻
、
第
七
号
）

＠
　
愛
知
県
史
別
巻
、
六
三
六
頁
（
〔
市
義
三
〕
四
ツ
概
）
参
照

＠
　
樋
口
好
古
著
「
尾
張
拘
行
記
、
中
巻
」
八
二
四
頁

〔
附
記
〕
　
本
稿
に
お
い
て
利
用
し
た
海
料
は
、
愛
知
県
葉
栗
郡
木
曾

　
　
川
町
里
小
牧
、
五
島
熊
二
氏
所
蔵
の
文
書
で
あ
る
。
資
料
閲
覧

　
　
の
便
宜
を
与
え
て
下
さ
れ
た
同
氏
の
御
配
慮
に
対
し
、
心
か
ら

　
　
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

徳
川
中
期
に
お
け
る
尾
張
一
農
村
の
考
察
（
岡
本
）

一
九
（
八
三
九
）




